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請願は、共産党議員の賛

成討論のみで反対討論はな

く賛成少数で不採択となり

ました。 

傍聴に駆け付けた住民か

ら、３０～４０％も上がる

世帯が多く大変。来年４月

まで半年以上ある、「値上げ

中止の運動を広げましょ

う」との声が出ました。 

「コロナ禍」暮らしと営

業が疲弊する住民に負担増

を求める企業長、住民を代

表するはずの議会が多数で

大幅な料金値上げを容認す

るのは異常です。 

日本共産党は、値上げ推

進・容認した藤井企業長と

自民・公明与党に厳しく抗

議、引き続き命の水を守っ

て、住民と力を合わせます。 
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藤井信吾企業長（取手市長）は、

市民への説明もなく、水道料金の

大幅値上げ案(条例の改正)を議会

に提案。議会には、値上げ反対署名

９,５６０筆を提出した水道問題を

考える会など多数の住民が駆けつ

け傍聴席に入りきれず通路にあふ

れました。 

共産党伊藤悦子議員(龍

ケ崎)は、市民から「値上げ

の話は聞いていない」「これ

以上値上げでは生活できな

い」という市民の声を紹介。

使わない水まで負担する仕

組みを変えるなど、値上げ

なしで運営できる提案と合

わせ質しました。 

値上げ条例の採決結果

は、共産党議員２人と生活

者ネット(取手)、新社会党

(牛久)の４人が反対、自民・

公明など与党の賛成多数で

可決しました。 

共産党の北島登議員(牛久)は、

大幅な水道料金引き上げ案を、市

民に一度も説明もなく議会に上

程した問題を質しました。藤井企

業長は答弁に立たず、事務所長は

「決まってから利用者にお知ら

せする」と答弁しました。傍聴席

から「決める前に説明すべき」と

声もあがりました。 

さらに「施設の老朽化を放置し

てきた企業団が責任をとらず、水

道利用者だけに負担をかぶせる

のか」と追及。企業長も事務所長

も答弁が出来ません。   

静岡県熱海市の土石流災害や九州

地方を襲った豪雨は、各地で死者を

含む大きな被害をもたらしました。 

取手市でも７月１１日の大雨によ

り、市内各所で道路冠水・陥没、床

上・下浸水、土砂流出・堆積など被害

が相次ぎました。 

新町３丁目では土砂流出によりブ

ロック塀が押し流され、隣地宅地内に

土砂が入る被害が発生。被害にあわれ

た方々は避難生活を余儀なくされて

います。 

井野地域では、新たな住宅開発の影

響もあり、既存住宅前の道路が冠水、

一時玄関から出られないなど被害が

発生。幸い市内では、人命に及ぶ被害

には至りませんでしたが、異常気象の

下、危険区域などの点検・調査は不可

欠です。浸水想定区域での大型開発な

ど災害リスクが拡大する開発への市

税投入はやめ、災害に強い街への取り

組みが急がれます。 
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井野地域道路冠水現場
（７月１１日 PM５時
撮影／市民提供） 

上の道路から流れ込む
水の圧力でブロック塀
が倒壊し家屋に寄りか
かっている(市内新町
の土砂流出現場／１６
日撮影) 

根岸 岩澤 染谷 佐藤
(ネット) (自民) (公明) （自民）

値上げ反対の請願 ☓ ☓ ☓ ―

２３％値上げ条例 ☓ ○ ○ ―

（佐藤議員は議長の為採決に加わらず） 

取手選出共産党議席なく牛久・龍ケ崎共産党議員は請願に
賛成、値上げ条例に反対。 
(議員定数 14 名) 
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年 度 当該年度決算額 累 計 

1993~2012 年度  ４,６５２,４９６ 

 A 街区スタート    

２０１３年度 ７１０,４２０ ５,３６２,９１９ 

２０１４年度 ４３２,０２０ ５,７９４,９３６ 

２０１５年度 １０５,０３５ ５,８９９,９７１ 

２０１６年度 ２７１,０７４ ６,１７１,０４５ 

２０１７年度 ２６４,４５２ ６,４３５,４９７ 

２０１８年度 ６５２,４４４ ７,０８７,９４１ 

２０１９年度 １,７２３,４３４ ８,８１１,３７３ 

２０２０年度 ８４２,６２７ ９,６５４,０００ 

2013~2020 年度計 ５,００１,５０４  

現在、駅前広場の暫定利用

をはかる為のＡ街区の整地工

事が進められています。 

ビル一棟を残したままの工

事について、“安全で快適な駅

前”へ早期整備を願う市民か

ら「駅前の整備はどうなるの」

と、疑問と心配の声が寄せら

れています。 

取手市は、市内３１カ所の

接種会場（集団接種３、個別接

種２８カ所）でワクチン接種

が行われ、７月１５日で、６５

才以上の高齢者８４．４％（全

市民の３９％）が第１回接種

済みと発表しました。６４歳

以下の市民には接種券は発送

されたものの、基礎疾患のあ

る人と県が行う大規模接種会

場以外は、予約受け付けも始

まっていません。 

６５才以上の残りの希望者

の中には、車がないため、近く

の医療機関でないと接種でき

ない人、ネット予約が困難な

人など多く含まれ、希望者を

誰一人取り残すことのない対

応が求められます。 

自治体や医療関係者が必死

の努力で接種予約を増やして

きたのに、新規の予約の停止・

中止、先送りなど現場の大混

乱が続いています。混乱を引

き起こした状況は政府の致命

的なミスと言えます。 

政府がワクチンの安定供給

の責任を果たし、正確な情報

を国民と自治体に伝えなけれ

ば、安全・迅速なワクチン接種

は進みません。 

国民に自粛を求めながらの

世界最大のお祭りであるオリ

ンピック開催、東京では一日

の感染者は連日１０００人を

超える急拡大、入国者の新規

陽性者も増えています。 

五輪開催に突き進む菅首相

はコロナ対策の切り札と「１

日１００万回の接種」へ激を

飛ばしました。しかし、菅首相

が唯一頼みとするワクチン

は、「絶対数は確保されてい

る」との主張と違い、供給不足

になっています。 

区画整理総事業費１９９億円に占める補償費の推移 

１９９３年事業スタート         （単位：千円） 

１９９億円の総事業費の５割以上が補償費に占められ、Ａ街区
スタート以降さらに補償費は拡大、総事業費を膨張させている。  

＜取手市提供資料より＞ 
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６月議会で加増みつ子市議

の質問への市長答弁の一部

（「今後も他の地権者さまと

同様に、法とルールにのっと

りながら」）取り消しを議会は

多数で認めました。 

答弁取り消しでの市の弁明

は「市民の抗議を受けそれに

応えたもの」としました。 

議会での異例の市長答弁取

り消しによって、市の区画整

理事業の進め方への不審がよ

り深まっています。 
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一棟残し工事中のＡ街区(暫定
駅前広場)＝７月 19 日撮影 

Ａ街区の整備開始に当た

り、日本共産党は「地権者の合

意も整備計画も見通せない

中、一部のビル移転・解体は、

区画整理事業を遅らせ事業費

の膨張を招く」。と繰り返し指

摘してきました。 

駅前工事の現状は、まさに

日本共産党が指摘した通りと

なっており、公正な事業の推

進を怠った市長の責任が厳し

く問われる事態です。 

（右上表は事業費に占める補償

費。基盤整備を終え土地利用が可

能になるまで補償費は続く。現存

する一棟には補償費は発生して

いない） 

２０２３年３月完成予定の北土地区画整理事

業（取手市施行総事業費１９９億円）。 

区画整理後のＡ街区（約７０００㎡）に、地権

者組合施行で再開発事業（超高層マンション・低

層階に商業施設と公共施設）が予定される取手駅

西口開発。駅前交通広場の整備完成で区画整理事

業終息への大詰めを迎えています。 

駅前広場は 4,100 ㎡から
完成後は 5,500 ㎡に 


